
名
古
屋
の
旧
町
名
を
復
活
さ
せ
る
有
志
の
会
　
講
演
資
料
　
於
料
亭
つ
た
も
　
平
成
二
四
年
九
月
二
四
日

釜
台
庭
桧
鰯
雲
縄
の
歴
輿
と
旧
田
老
を
怒
る
　
南
山
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
教

こ
こ
で
は
名
古
屋
弁
を
軸
に
、
名
古
屋
の
旧
町
名
を
巡
っ
て
お
話
し
た
く
思
い
ま
す
。

看
名
古
屋
弁
（
上
町
言
葉
（
上
の
言
葉
〉
・
下
の
言
葉
と
武
家
言
葉
）

授
安
田
文
吉

名
古
屋
弁
に
は
　
「
さ
ま
」
　
が
つ
く

お
じ
さ
ま
　
お
ば
さ
ま
　
に
い
さ
ま
　
ね
え
さ
ま
　
お
っ
さ
ま
　
文
ち
や
ま

名
古
屋
弁
に
は
古
語
が
生
き
て
い
る

お
（
措
）
い
て
ち
ょ
う
だ
や
あ
　
　
　
　
　
米
を
か
（
浸
・
漸
）
し
て
ち
ょ
う
だ
や
あ

名
古
屋
弁
に
は
京
言
葉
が
入
っ
て
い
る
　
よ
う
け
（
余
慶
？
）
　
ぎ
ょ
う
さ
ん
（
仰
山
）
）

そ
の
他
の
名
古
屋
弁
（
あ
そ
ば
せ
言
葉
・
武
家
言
葉
）
　
＊
「
え
え
て
」
と
「
い
か
ん
て
」

ご
ま
や
あ
す
ぼ
せ
　
い
ら
や
あ
す
ぼ
せ
　
ご
無
礼
し
ま
す
　
安
田
で
ご
ざ
り
ま
す
る

看
名
古
屋
人
気
質
（
名
古
屋
放
出
い
の
）
　
＊
「
ま
あ
：
考
え
が
や
あ
（
え
え
が
な
も
）
」

名
古
屋
人
は
元
来
節
約
好
き
（
原
則
借
金
は
し
な
い
）

名
古
屋
人
は
祭
事
・
慶
事
・
仏
事
に
は
出
し
惜
し
み
し
な
い

名
古
屋
人
は
地
縁
血
縁
を
と
て
も
大
事
に
す
る

菓
名
古
屋
の
土
地
柄
（
豊
か
さ
）
　
　
　
　
　
＊
熱
田
と
名
古
屋

日
本
の
真
ん
中
　
木
曽
の
山
・
木
曽
三
川
・
伊
勢
湾
・
濃
尾
平
野

漢
徳
川
家
康
の
城
下
町
作
り
　
モ
デ
ル
は
京
の
都
（
碁
盤
割
り
・
蒲
焼
き
町
・
四
軒
長
屋
道
な
ど
）

政
経
分
離
　
兄
秀
忠
（
三
男
）
は
江
戸
で
政
治
を
　
弟
忠
言
（
四
男
）
は
名
古
屋
で
経
済
を

京
・
大
坂
と
近
い
　
（
政
治
は
都
か
ら
離
れ
た
方
が
よ
い
）

そ
の
象
徴
と
し
て
の
名
古
屋
城
天
守
閣
の
金
の
続
・
金
具
と
赤
銅
色
の
屋
根

種
々
の
活
動
に
適
当
な
広
さ
（
ち
ょ
っ
と
口
を
開
く
と
す
ぐ
繋
が
っ
て
し
ま
う
人
間
関
係
）

★
慶
長
五
年
二
月
．
貞
観
取
妻
”
（
為
政
者
の
重
要
参
考
書
）
刊
行

三
月
　
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
豊
後
に
漂
着

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
（
三
浦
按
針
）
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
　
　
（
耶
　
揚
子
）

九
月
　
関
ケ
原
の
合
戦

8
徳
川
宗
春
の
規
制
緩
和
に
よ
る
活
性
化

★
基
本
政
策
理
念
m
誼
知
致
妻
”
二
十
一
箇
条
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
は
し
り
）

元
気
政
策
　
祭
礼
を
も
と
に
戻
す
　
　
　
　
芝
居
場
所
増
設
の
許
可
の

遊
廓
の
公
許
　
　
　
　
　
　
　
地
境
産
業
の
保
護
育
成
と
順
路
の
拡
大

町
人
の
実
力
が
つ
く

漢
名
古
屋
の
食
文
化
の
い
ろ
い
ろ
　
　
　
　
＊
「
う
ま
や
あ
」
と
「
あ
じ
な
や
あ
」

「
め
じ
ろ
」
「
し
ん
ぶ
L
L
「
あ
ぶ
ら
げ
寿
司
と
ま
き
寿
司
（
助
六
寿
司
の
も
と
）
」
「
い
さ
ば
や
」

ま
ん
じ
ゅ
う
の
生
産
高
日
本
一
（
日
本
一
抹
茶
好
み
の
土
地
柄
）

8
名
古
屋
の
芸
能
文
化
（
習
い
事
）
　
　
　
　
＊
踊
り
～
バ
レ
エ
～
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

能
・
狂
言
・
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
・
踊
り
（
舞
踊
）
・
平
曲
・
都
々
逸
・
名
古
屋
甚
句

茶
道
、
華
道
、
香
道
、
そ
の
他
の
習
い
事

獲
名
古
屋
の
物
づ
く
り
　
本
丸
御
殿
　
か
ら
く
り
人
形
山
車
　
仏
具
、
仏
壇
、
木
桶
な
ど



■
宗
春
と
名
古
屋

享
保
一
七
年
（
一
七
四
二
）
は
子
年
。
宗
春
は
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
子
年
生
れ
で
、
こ
の
年
数
え

年
三
七
歳
。
宗
春
は
藩
主
に
な
っ
て
初
め
て
国
許
で
正
月
を
迎
え
た
。
『
温
知
政
要
』
に
基
づ
い
た
政
治

は
急
速
に
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
歳
旦
　
（
元
日
を
祝
う
句
）
　
に
、

春
た
つ
や
束
に
富
士
見
西
小
路
　
作
者
知
ら
ず

初
春
の
子
を
も
若
や
ぐ
新
都
　
　
作
者
知
ら
ず

と
詠
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
遊
女
濃
安
都
』
所
収
の
も
の
だ
が
、
前
者
は
東
方
遥
か
に
見
え
る
富
士

と
宗
春
公
許
の
富
士
見
原
を
か
け
、
さ
ら
に
西
小
路
遊
廓
を
詠
み
込
ん
で
、
立
春
か
ら
賑
う
名
古
屋
の
町

を
詠
ん
だ
句
。
後
者
は
初
春
を
祝
う
楽
の
音
（
ね
）
と
子
歳
を
掛
け
、
ま
た
子
の
日
の
遊
び
（
根
延
び
、

つ
ま
り
長
寿
の
意
を
込
め
て
、
野
に
出
て
小
松
を
引
い
た
り
し
て
遊
ん
だ
）
　
の
意
を
含
ま
せ
て
あ
り
、
何

か
に
つ
け
て
新
鮮
で
若
々
し
い
、
い
か
に
も
新
都
名
古
屋
の
生
き
生
き
と
し
た
元
気
よ
い
新
年
の
様
子
が

読
み
取
ら
れ
る
。
宗
春
が
藩
主
に
な
っ
て
一
年
ち
ょ
っ
と
の
間
に
尾
張
一
帯
は
見
事
に
発
展
し
て
い
た
。

こ
れ
は
宗
春
の
政
治
手
腕
が
並
々
な
ら
ぬ
も
の
を
示
す
も
の
だ
。
宗
春
が
国
入
り
し
て
僅
か
数
カ
月
で
、

名
古
屋
は
、
本
町
筋
の
両
側
に
は
店
々
が
た
ち
並
び
、
人
の
往
来
も
繁
々
く
な
り
、
呉
服
か
ら
食
べ
物
ま

で
、
賑
々
し
く
商
っ
て
お
り
、
繁
盛
を
誇
っ
た
。
ま
た
、
農
村
部
で
も
、
奈
良
本
辰
也
氏
の
中
央
公
論
社

版
『
日
本
の
歴
史
』
第
一
七
番
「
町
人
の
実
力
」
に
よ
れ
ば
、
春
日
井
郡
に
お
け
る
陶
器
・
大
根
（
宮
重

大
根
＝
尾
張
藩
献
上
品
）
・
煎
茶
、
海
東
郡
（
蟹
江
辺
り
）
　
の
西
瓜
、
知
多
郡
の
陶
器
・
た
ば
こ
、
愛
知

郡
の
絞
り
染
、
武
儀
郡
（
美
濃
）
　
の
美
濃
紙
、
可
児
郡
（
美
濃
）
　
の
栗
∴
灰
な
ど
が
、
「
あ
る
い
は
そ
の

販
路
を
ひ
ろ
げ
、
あ
る
い
は
農
民
の
副
業
と
し
て
手
広
く
生
産
さ
れ
始
め
」
て
、
産
業
が
目
覚
ま
し
い
発

展
を
み
せ
て
お
り
、
そ
の
頃
の
藩
内
で
は
「
新
し
い
生
産
の
芽
が
続
々
と
生
い
立
っ
て
」
い
た
の
だ
が
、

「
宗
泰
の
英
断
が
火
に
油
を
注
い
だ
結
果
と
な
っ
て
現
」
わ
れ
た
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
今
も
、
こ
の
地
方
の
重
要
な
伝
統
産
業
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
も
の
が
多
い
。
宗
春
は
尾

張
国
全
体
の
発
展
を
考
え
て
い
た
。

宗
春
は
毎
年
正
月
の
一
一
日
に
は
、
名
古
屋
城
内
の
自
分
の
居
間
の
床
の
間
に
父
綱
誠
や
藩
祖
義
直
の

武
具
や
馬
印
（
戦
場
で
の
目
印
）
を
飾
っ
て
、
先
祖
の
功
績
を
偲
ん
で
、
年
毎
に
自
ら
の
戒
め
と
し
た
と

い
う
。
宗
春
は
派
手
好
み
で
遊
び
好
き
、
そ
の
挙
句
に
莫
大
な
借
金
を
作
っ
て
失
脚
し
た
殿
様
と
い
う
風

評
が
広
が
っ
て
、
誤
解
さ
れ
て
い
る
面
が
多
い
の
だ
が
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、
藩
主
と
し
て
の
在
り
方
を

自
分
に
問
い
返
す
よ
う
な
生
真
面
目
な
一
面
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
宗
春
の
突
飛
な
行
状
も
、
か
な

り
藩
の
発
展
の
た
め
に
計
算
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
年
の
子
年
は
、
宗

春
生
誕
三
〇
〇
年
に
当
っ
た
。

…
…
・
御
臣
下
衆
初
め
御
役
人
中
御
祝
儀
に
上
り
申
さ
れ
候
…
…
・
（
御
下
屋
敷
の
）
御
門
も
…
‥

今
日
よ
り
御
開
き
…
…
・
御
用
達
の
町
人
ど
も
、
御
台
所
ま
で
ま
か
り
出
で
、
御
祝
儀
申
し
上
げ
る
。

こ
れ
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
六
一
）
四
月
二
百
、
御
下
屋
敷
で
蟄
居
謹
慎
中
の
宗
春
が
、
尾
張
徳
川

家
書
堤
寺
建
中
寺
な
ど
へ
の
参
詣
の
た
め
の
外
出
を
許
さ
れ
た
時
の
、
『
遊
女
濃
安
都
』
に
書
か
れ
た
記

事
。
外
出
を
許
さ
れ
た
宗
泰
に
、
武
士
か
ら
町
人
ま
で
が
、
ど
っ
と
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
の
だ
。
宗
春

の
建
中
寺
へ
の
参
詣
は
六
月
五
目
。
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
正
月
、
宗
春
が
蟄
居
謹
慎
を
言
い
渡
さ
れ

て
か
ら
二
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
年
以
上
も
経
っ
た
後
も
、
尾
張
・
名
古
屋
の
人
々
は
宗
春
を
忘

れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
幕
府
の
答
（
と
が
）
め
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
、
尾
張
の
人
々
に
と
っ
て
は
慕
わ

し
い
殿
様
だ
っ
た
の
で
あ
る
。



萱
徳
川
宗
春
の
基
本
政
策
書
「
温
知
政
要
」

尾
張
藩
主
と
な
っ
た
宗
春
は
、
享
保
一
六
（
…
－
）
年
三
月
中
旬
、
自
分
の
施
政
方
針
を
述
べ
た
『
温
知

政
要
』
を
上
梓
し
た
。
大
藩
の
藩
主
が
、
自
分
の
政
策
を
書
物
と
し
て
出
版
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
他

に
は
例
の
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
宗
春
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
も

ま
た
、
当
時
の
為
政
者
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。

冒
頭
に
序
文
が
あ
り
、
全
部
で
二
一
箇
条
。
ま
ず
、
序
文
の
冒
頭
に
、
「
古
よ
り
国
を
治
め
、
民
を
安

ん
ず
る
の
道
は
、
仁
に
止
る
事
也
と
ぞ
‥
・
旦
仮
慈
悲
愛
憐
の
心
を
失
ず
。
万
事
簾
直
に
あ
ら
ん
が
た

め
、
思
ふ
事
を
其
侭
に
和
字
に
書
き
つ
ゞ
け
」
た
と
あ
る
。
御
三
家
筆
頭
尾
張
藩
の
藩
主
と
な
っ
た
宗
春

の
、
為
政
者
と
し
て
の
抱
負
が
素
直
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
政
治
の
根
本
は
「
仁
」
を
第
一
と
し
て
国
を

治
め
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
儒
教
の
滞
神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
書
名
の
「
温
知
政
要
」

も
『
論
語
』
の
教
え
「
温
故
知
新
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
、
当
時
の
為
政

者
の
思
想
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
巻
頭
に
「
慈
」
の
字
を
巻
末
に
「
忍
」
の
字
を
印
刷
、
自

己
の
政
治
の
具
体
的
な
理
念
と
し
て
「
慈
忍
」
掲
げ
て
い
る
点
に
、
宗
春
の
画
期
的
な
政
治
姿
勢
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
堅
牢
な
身
分
制
度
に
立
つ
絶
対
的
君
主
の
政
治
が
当
然
で
あ
っ
た
こ
の
時
代
に
、
宗
春

は
、
慈
悲
と
忍
耐
で
藩
政
を
行
う
と
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
各
条
の
具
体
的
な
記
述
に
、

も
っ
と
驚
く
べ
き
形
で
書
か
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
「
質
素
倹
約
は
大
切
で
、
家
を
治
め
る
根
本
だ
が
、

た
だ
倹
約
ば
か
り
を
叫
ん
で
も
、
い
つ
の
ま
に
か
無
慈
悲
な
為
政
者
と
な
っ
て
、
民
衆
を
苦
し
め
、
却
っ

て
、
無
益
の
浪
費
を
す
る
こ
と
に
な
る
」
。
さ
ら
に
、
「
法
度
は
増
や
せ
ば
増
や
す
ほ
ど
、
法
度
破
り
が

増
え
る
ば
か
り
、
そ
し
て
さ
ら
に
法
度
が
増
え
る
と
い
う
悪
循
環
を
き
た
す
」
「
罪
人
を
罪
す
る
と
き
は
、

絶
対
誤
り
の
無
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
極
刑
に
い
た
っ
て
は
間
違
っ
て
い
た
ら
た
い
へ
ん
な

こ
と
に
な
る
の
で
、
極
力
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
も
言
う
。

宗
春
は
、
法
度
（
規
制
）
は
必
要
最
小
限
に
し
て
、
規
制
を
緩
和
し
、
で
き
る
だ
け
民
衆
が
の
び
の
び

と
生
活
を
楽
し
め
る
政
治
を
す
れ
ば
、
民
衆
の
消
費
が
進
み
、
経
済
も
活
性
化
し
て
、
国
の
繁
栄
は
望
め

る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
人
間
味
あ
ふ
た
理
念
も
、
幕
藩
体
制
の
強
化
、
質
素
倹
約
を
掲
げ
た
享
保

改
革
の
真
っ
只
中
で
は
、
大
胆
で
危
険
な
発
言
と
い
う
他
は
な
い
。
享
保
一
七
年
間
五
月
、
こ
の
『
温
知

政
要
』
を
、
京
都
の
西
堀
川
の
本
屋
か
ら
出
そ
う
と
し
て
、
奉
行
所
か
ら
禁
止
さ
れ
て
し
ま
い
、
前
年
に

出
し
た
僅
か
の
御
手
摺
本
だ
け
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
、
万
の
法
度
号
令
年
々
多
く
な
る
に
随
ひ
、
お
の
づ
か
ら
背
く
者
も
又
多
く
出
来
て
、
弥
法
令
繁

く
煩
し
き
事
に
成
た
り
。
斯
の
や
う
す
に
て
数
十
年
も
経
る
な
ら
ば
、
後
に
は
高
声
に
て
咄
す
る

こ
と
も
遠
慮
有
や
う
に
成
間
敷
物
に
て
な
し
。
其
外
一
切
の
作
法
、
諸
役
所
の
取
扱
ま
で
も
右
之

通
な
れ
ば
、
あ
げ
く
に
は
夜
寝
る
間
も
な
き
ゃ
う
に
成
行
ん
か
。
第
一
法
令
多
く
過
れ
ば
、
人
の

心
い
さ
み
な
く
、
せ
ぱ
く
い
じ
け
て
、
道
を
あ
る
く
に
も
跡
先
を
見
る
や
う
に
成
、
常
住
述
懐
の

み
に
て
暮
し
、
自
然
と
忠
義
の
心
も
薄
く
成
間
敷
物
に
て
も
な
し
。
さ
あ
れ
ば
其
品
々
を
篤
と
考
、

人
の
難
儀
差
つ
か
へ
に
も
可
成
事
、
墳
細
な
る
類
は
除
き
止
る
や
う
に
仕
る
べ
き
も
の
也
。
万
の

取
扱
す
く
な
け
れ
ば
、
勤
る
事
も
守
る
こ
と
も
仕
安
く
、
法
度
の
数
減
ず
れ
ば
、
背
く
者
も
稀
に

し
て
、
心
も
優
に
諸
芸
も
は
げ
み
嗜
む
や
う
に
成
べ
き
か
、
和
漢
共
に
事
の
多
く
な
り
、
法
度
の

繁
は
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
事
と
有
之
よ
し
。

◎
法
度
（
規
制
）
は
必
要
最
小
限
で
よ
ろ
し
い
と
、
規
制
緩
和
の
中
心
的
考
え
方
を
述
べ
た
も
の
。



名
古
屋
心
中
と
豊
後
節

雪
と
綿
と
は
お
な
じ
白
さ
で
も
、
底
の
心
の
う
ら
お
も
て
、
夢
に
夢
見
る
夢
人
に
、
う
つ
つ
と
人
に
、

よ
そ
な
が
ら
暇
ご
ひ
し
て
ふ
た
り
づ
れ
、
色
づ
く
梅
の
つ
ぼ
み
よ
り
、
い
ひ
か
は
し
た
る
一
筋
が
、

今
宵
誠
と
う
た
が
ひ
の
、
晴
れ
つ
つ
い
づ
る
星
月
夜
…
…
…
・

こ
れ
は
名
古
屋
心
中
を
元
に
し
た
宮
古
路
豊
後
塚
の
新
作
心
中
浄
瑠
璃
『
睦
月
連
理
e
』
の
　
「
お
さ
ん

伊
八
道
行
」
冒
頭
部
分
。
名
古
屋
心
中
と
い
う
の
は
、
享
保
一
八
（
一
七
三
三
）
年
一
一
月
下
旬
（
一
説
、

夏
の
頃
）
、
闇
の
森
八
幡
社
（
中
区
正
木
二
）
　
境
内
で
起
こ
っ
た
心
中
未
遂
事
件
の
こ
と
。
心
中
し
よ
う

と
し
た
の
は
、
飴
屋
町
遊
廓
花
村
屋
遊
女
小
さ
ん
　
（
浄
瑠
璃
で
は
　
「
お
さ
ん
」
）
　
と
日
置
　
（
中
川
区
西
日

置
）
　
の
畳
屋
喜
八
　
（
同
伊
八
）
。
遊
女
の
心
中
と
い
う
の
で
、
噂
が
噂
を
呼
び
大
変
な
評
判
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
見
て
、
当
時
名
古
屋
に
滞
在
し
て
い
た
宮
古
路
豊
後
塚
は
、
早
速
、
心
中
浄
瑠
璃
を
作
っ
た
。
心

中
は
い
つ
も
世
の
人
の
哀
れ
を
誘
う
。
二
人
の
悲
恋
を
哀
切
極
ま
る
節
回
し
で
語
る
豊
後
塚
に
、
名
古
屋

の
人
々
は
釘
付
け
に
な
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
は
、
享
保
八
年
大
岡
越
前
守
が
出
し
た
新
作
心
中
浄
瑠
璃
禁

止
令
を
破
っ
て
の
上
演
で
あ
っ
た
の
で
、
人
々
の
期
待
と
興
奮
は
い
や
が
上
に
も
高
ま
っ
た
。
享
保
一
九

年
正
月
の
黄
金
薬
師
で
の
初
演
は
大
成
功
。
押
す
な
押
す
な
の
大
入
り
大
当
り
で
、
さ
し
も
の
広
小
路
も

狭
小
路
と
な
っ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
心
中
未
遂
事
件
の
処
置
が
ま
た
ま
た
名
古
屋
ッ
子
の
ド
肝
を
抜
い
た
。
心
中
未
遂
者
の

処
罰
は
三
日
間
晒
し
の
後
非
人
の
身
分
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
の
二
人
は
、
三
日
間
、
短
時

間
晒
さ
れ
た
だ
け
で
、
三
日
目
は
そ
の
日
の
内
に
親
元
へ
帰
さ
れ
た
。
後
は
結
婚
し
て
、
玉
の
よ
う
な
男

の
子
が
生
ま
れ
た
と
言
う
。
人
間
性
を
重
ん
じ
た
宗
春
な
ら
で
は
の
粋
な
処
置
だ
っ
た
。

こ
の
浄
瑠
璃
を
引
っ
提
げ
て
豊
後
塚
は
江
戸
へ
下
り
、
九
月
に
は
小
芝
居
で
、
翌
年
春
に
は
中
村
座
（
江

戸
三
座
の
一
つ
）
　
で
上
演
。
い
ず
れ
も
大
当
り
大
入
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
豊
後
節
は
江

戸
で
爆
発
な
流
行
と
な
っ
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
前
述
の
禁
止
令
を
破
っ
て
の
上
演
だ
っ
た
に
も
拘

ら
ず
、
お
答
め
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
豊
後
塚
の
背
後
に
は
宗
春
が
付
い
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う

（
元
国
立
音
大
教
授
竹
内
道
敬
氏
説
）
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
元
文
四
年
　
（
一
七
三
九
）
　
宗

春
が
失
脚
す
る
と
少
し
遅
れ
て
、
や
は
り
同
年
に
豊
後
節
は
全
面
禁
止
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ

の
豊
後
節
か
ら
、
延
享
四
年
　
（
1
7
4
7
）
　
に
常
磐
津
節
が
、
さ
ら
に
常
磐
津
か
ら
富
本
節
が
、
富
本
節

か
ら
清
元
節
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
歌
舞
伎
・
舞
踊
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
音
楽
で
あ
り
、
ま
た
、
常

磐
津
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
新
内
節
も
こ
の
豊
後
節
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
、
宗
泰
の
政
策
が
我
国

の
芸
能
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
一
件
は
、
宗
春
の
真
骨
頂
を
示
す
と
と
も
に
、

宗
春
時
代
の
名
古
屋
は
我
が
国
文
化
の
発
信
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



姦

東
本
室
町

同
上

街
　
衛
　
碁
盤
割
（
本
町
以
東
　
－
　
薬
袋
町
、
東
本
重
町
）

賢
町
は
僧
馬
町
筋
の
南
、
東
本
重
町
の
北
東
袋
町
の
東
、
伊
勢
町
筋
と
久
屋
町
と
の
間
に

位
し
二
丁
国
よ
b
二
二
丁
園
ま
で
有
り
書
は
各
、
縦
の
町
に
分
屈
し
て
市
名
な
く
、
袋
町
筋

と
輔
へ
詑
む
し
を
、
明
治
四
年
に
独
立
せ
し
め
て
、
蜜
の
袋
と
云
ふ
兢
義
に
囲
み
で
、
今
の

町
名
を
附
す
、

二
三
　
粟
袋
町

境
袋
町
は
鰭
馬
町
筋
鵬
の
南
東
本
蓮
町
の
華
本
町
筋
と
伊
勢
町
筋
鴫
霞
と
の
間
に
位

し
、
一
丁
目
よ
り
三
丁
目
ま
で
あ
∵
り
、
も
と
各
l
縦
の
町
に
分
屈
せ
し
を
、
明
治
四
年
、
独
立
せ

し
め
て
、
袋
町
の
東
方
な
れ
ば
と
で
、
東
袋
町
と
構
ふ
、

二
四
　
東
本
重
町

東
本
垂
町
は
賢
町
及
び
東
袋
町
の
南
、
蒲
焼
町
の
北
、
本
町
と
久
屋
町
と
r
の
間
に
位
し
、
一

丁
目
よ
り
六
丁
目
ま
で
有
り
、
も
と
各
∴
灘
の
町
に
分
麗
し
で
、
町
名
な
く
、
唯
本
．
重
町
筋
と

稀
へ
泰
b
L
を
、
明
治
四
年
、
独
立
せ
し
め
て
、
本
重
町
の
東
な
れ
ば
と
で
、
東
本
蓮
町
と
稀

す
吉
へ
呉
服
町
筋
と
鍛
冶
屋
町
筋
と
の
間
、
三
箇
町
は
鶴
重
町
に
虜
せ
り
、
鰯
諾
、
の

蒲
焼
町

同
上

醗
醐
苓
扇

蒲
焼
町
の
名
義

議
藩
の
遊

二
五
　
蒲
焼
町

蒲
焼
町
は
東
本
重
町
の
南
虞
小
路
筋
の
北
、
本
町
筋
と
大
津
町
筋
と
の
面
に
位
し
二
丁

目
よ
り
四
丁
題
ま
で
有
り
、
も
と
は
各
続
の
町
に
分
屈
し
て
、
町
名
な
く
、
蒲
焼
町
筋
と
云

ひ
し
を
、
明
治
四
年
に
独
立
せ
し
め
て
、
蒲
焼
町
と
云
ふ
、

む
か
し
蒲
焼
町
と
云
ひ
し
は
、
此
町
筋
の
線
名
だ
∵
。
、
異
に
地
名
の
町
家
め
る
に
萌
す
、
梶

川
氏
の
取
建
て
た
る
町
な
れ
ば
と
て
雇
用
町
と
呼
び
文
花
扇
風
聾
町
と
も
稀
へ
し
が
・

後
に
合
の
名
に
改
む
虜
風
呂
と
云
ひ
し
は
、
萬
治
筆
画
の
地
圏
に
見
え
だ
る
ま
し
な
れ

ば
其
頃
風
藍
な
ど
聴
衆
で
P
風
流
好
み
の
輩
が
輯
入
り
し
遊
興
の
巷
詑
∵
り
し
な
ら
ん
、
慶

長
築
城
の
際
に
亜
厨
茶
店
警
貰
酒
肴
な
ど
を
商
責
す
る
も
の
多
く
住
み
、
蒲
焼
を
襲
る

家
な
ど
立
斑
び
し
ま
り
、
蒲
焼
町
と
芸
へ
る
允
「
。
と
文
一
読
に
、
撥
の
皮
を
焼
き
で
・
色
々

の
細
工
を
篤
し
、
職
人
の
住
み
し
ま
り
、
「
が
ん
ば
や
き
し
町
と
云
ひ
し
な
「
。
と
も
云
ふ
、
耽

爾
競
い
づ
れ
が
是
紀
∵
少
や
邦
ず
る
撥
は
す
と
躍
、
そ
の
遊
楽
の
地
た
り
し
こ
と
は
論
な

か
る
可
し
吏
藍
町
筋
に
て
本
町
に
近
さ
あ
た
り
P
飛
躍
屋
町
書
芸
∵
云
ひ
天
文
十

九
年
繋
柴
の
窮
め
に
、
信
長
薄
根
寺
の
南
に
遊
女
町
を
作
る
と
い
へ
る
も
産
地
な
る
可

街

衝

碁

盤

割

（

本

町

以

兼

－

蒲

焼

町

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

藷



梁
陣第
二
随
の
一
道
繁

藤療
小
路
（
堀
勤

続）

街
　
衛
∴
碁
溢
割
宗
田
以
東
－
幾
町
）

く
梁
塵
畏
滅
轄
講
の
旛
違
女
挫
置
き
蓮
膚
纂
蒜
濃
の
辣
腕
と
せ
し
も
腱
地
詑

乱
売
和
三
隼
義
教
籍
操
を
興
行
し
発
表
の
初
め
に
妾
歌
舞
伎
寧
過
れ
蒸
ら
で
競
闘

横
間
単
騎
輔
を
演
や
し
籍
遠
竺
こ
＼
の
轟
と
飾
る
可
し
、

三
蒜
∴
欒
　
町

薬
師
は
蒲
焼
軸
の
稀
の
護
筋
に
し
て
麗
筆
町
筋
と
魚
屋
町
筋
と
の
闘
湿
し
二
甘

闇
よ
り
庖
丁
闇
卓
二
で
布
生
も
と
簾
小
路
乗
は
堀
切
篤
と
を
締
す
萌
浩
臨
笹
本
町
筋
と

粟
屋
町
と
の
間
を
贋
小
路
片
町
と
櫛
す
廟
奮
発
唖
と
改
む
、

慧
路
は
寵
清
三
雀
荘
鼎
の
朱
筆
喜
幅
を
騒
醸
せ
る
に
よ
b
て
警
遥
路
の
南

緯
に
溝
渠
あ
り
で
境
は
魚
屋
町
筋
よ
嘉
園
町
筋
に
霊
る
、
触
り
で
芝
を
端
切
麓
と
も

三
遷
府
議
は
郷
富
野
の
町
外
れ
に
し
て
寛
文
の
頃
は
虚
よ
り
以
轟
輔
野
松
原
猛

り
し
醜
誌
太
な
ど
の
睦
で
捨
子
を
喰
び
し
こ
と
め
り
遥
討
幕
町
筋
の
角
に
続
騰
札

な
ど
を
建
っ
る
こ
と
永
く
慣
例
な
b
き
議
馨
掌
保
の
定
め
に
ょ
紅
は
藩
豊
出
国
の

際
禰
馬
廻
組
末
輩
読
経
同
属
及
び
御
国
見
の
輩
は
虞
小
路
の
東
商
に
駈
列
す
る
も
の

と
す
、
綜
醐
・
彼
此
断
に
塵
芥
を
輪
っ
る
ー
こ
と
を
国
鳥
止
し
藷
醐
・
非
常
の
場
合
に

鷹
小
路
の
開
通

驚
犠
鶴
等
し

必
用
の
地
所
な
れ
ば
と
で
示
屋
の
建
設
痘
樹
等
を
差
葦
、
輯
慧
繋
鵬
、
藷
、
田
地
地

も
と
は
棍
店
、
行
商
物
ま
ね
着
せ
物
光
二
と
の
般
盛
な
b
L
を
、
明
治
六
年
に
韓
底
を
取
除

く
壷
獅
・

鬱
∴
藷

魔
小
路
　
轟
浩
三
子
年
大
火
事
典
後
町
車
邁
狭
ま
厨
、
讃
審
燈
に
あ
し
く
し
て
・
小
路
を
廉
く
削

盛
し
就
中
堀
切
過
り
は
両
輪
五
間
の
廣
小
路
に
な
∵
。
、
諸
士
屋
敷
之
有
し
を
・
太
港
町
、
伊
勢
町
蓬
、
鍛

冶
屋
町
に
て
堀
切
の
上
之
屋
敷
を
他
へ
移
し
衰
跡
之
堀
切
を
丑
た
り
し
証
人
鹿
に
給
ふ
と
や
、

〔
名
府
議
錬
〕

町
中
遵
せ
ぱ
く
露
草
の
優
の
あ
し
き
と
で
、
小
路
を
廉
く
凱
壇
し
、
嫌
に
堀
切
通
は
曲
十
五
開
通
の

藤
小
脇
に
戌
に
仇
で
、
屋
敷
韮
退
者
姦
し
夫
雑
町
・
伊
勢
肘
、
鍛
冶
屋
脚
に
で
、
堀
切
よ
り
上
の
侍
屋
敷

他

所

へ

移

し

衰

跡

堀

切

を

革

町

人

に

治

る

華

　

　

　

　

　

　

　

　

〔

奥

村

本

正

事

董

蟻
小
路
　
む
か
し
此
廟
春
繭
は
蝿
盤
に
し
て
天
球
朋
完
に
右
し
噛
、
名
古
屋
の
鵠
端
な
り
し
改
、

閑
暇
札
杯
を
建
典
例
に
て
令
に
こ
も
に
開
帳
札
を
出
す
府
下
出
楽
し
頃
、
此
所
に
堀
切
町
上
し
薗

側
に
町
袋
帯
し
か
清
治
の
大
火
の
後
来
除
の
た
め
此
廉
小
職
に
な
る
と
ぞ
・
意
張
名
墜

縛
　
鶴
　
繋
戦
勲
へ
森
野
叔
譲
子
！
・
菊
賦
）



名
陽
三
名
水

名
　
蹟
∴
羅
∴
載
〔
井
水
）

清
水
井
戸

名
の
み
残
b
L
と
そ
、
慧
蒜
欄
離
隔

名
陽
の
三
名
水
は
親
展
の
滝
水
∴
謙
嵩
葦
溝
議
院
の
井
、
篇
葦
欝
語
等

蒲
焼
町
風
呂
屋
騎
霧
の
井
を
云
ふ
壷
屋
の
滝
水
は
最
も
有
名
に
て
志
水
の
町
名
の

起
原
な
り
と
云
ふ
梯
下
水
は
浅
間
紐
の
創
立
以
前
よ
り
存
す
と
儀
へ
、
渦
恭
院
の
上
洛

の
際
、
西
掛
所
に
て
休
泊
せ
し
と
き
、
此
井
水
に
護
衛
を
附
し
て
飲
料
に
供
せ
し
め
し
以

糞
藩
よ
り
修
繕
を
加
へ
ら
れ
、
邁
尾
の
清
水
と
英
に
産
及
び
給
嘆
を
漉
す
に
適
す
と
し

て
愛
用
せ
ら
れ
詑
∵
。
：
浮
と
云
ふ
蒲
焼
町
風
島
屋
の
井
は
特
に
塾
穀
に
愛
用
せ
、
ら
る
、
髄

離
詫
摘
議
・
諾
、
離
驚
、
離

清
水
井
戸
は
車
陸
水
室
町
法
蔵
寺
の
門
前
に
尭
～
、
贋
井
天
王
蛤
深
謀
の
御
手
洗
の

水
油
「
b
：
書
と
云
ふ
、
も
と
堀
川
の
無
か
b
L
時
に
三
、
も
洲
崎
融
魁
の
輯
肉
な
り
さ
と

擬
し
重
爆
八
年
十
二
月
井
月
及
び
水
汲
邁
共
に
隣
地
と
な
り
、
代
官
小
久
保
禰
互
助
之

を
掌
れ
♭
、
間
九
年
、
慶
井
天
王
み
亨
ら
し
池
、
正
翻
圭
近
江
等
卒
敬
之
と
銘
あ
る
石
表
を

立
て
光
り
虞
井
天
王
御
手
洗
の
記
の
中
に
、
此
井
の
事
を
も
遊
べ
た
れ
は
左
に
端
く
、

庭
井
天
王
御
手
洗
の
記

上
り
た
る
世
に
は
、
此
と
こ
ろ
海
蓬
の
洲
崎
に
し
て
、
ふ
る
ま
世
よ
り
天
王
の
郷
や
し
ろ
し
づ
圭
「
。

ぉ
は
し
ま
す
か
故
に
、
天
王
崎
と
唱
へ
来
り
た
り
と
つ
た
へ
い
ふ
な
る
、
巽
北
は
此
御
紐
近
さ
あ
た

り
に
清
さ
泉
あ
り
て
、
謡
来
つ
る
人
々
手
洗
ひ
轍
つ
る
故
、
お
の
づ
か
ら
此
靂
泉
を
天
王
の
御
手
洗

と
し
、
ま
た
其
井
の
廉
く
大
な
れ
ば
さ
て
、
此
あ
た
り
を
慶
井
と
な
む
よ
び
な
ら
は
し
た
り
と
ぞ
・
さ

れ
ば
此
御
配
の
此
地
に
鎮
め
お
は
し
ま
す
は
じ
め
は
、
上
り
た
る
世
よ
り
の
こ
と
ゝ
お
ぼ
ゆ
・
慶
長

の
こ
ろ
堀
川
を
堀
通
さ
れ
し
時
、
御
社
と
丼
と
川
を
隋
が
故
に
、
あ
ら
だ
に
此
井
を
は
り
つ
る
が
、
物

か
は
り
患
う
つ
り
で
、
何
事
も
な
ほ
ざ
り
が
ち
な
る
を
享
保
の
比
、
正
面
王
永
田
近
江
等
敏
之
、
其
祭

り
の
縄
た
る
を
起
し
盲
に
か
へ
し
、
六
月
十
七
日
、
細
輿
を
城
の
西
な
る
堀
留
欝
新
の
傾
屋
へ
、
櫛

に
て
う
つ
し
ま
ゐ
ら
せ
、
陸
を
ね
り
遷
幸
あ
り
で
後
、
御
書
流
し
す
る
こ
と
を
ほ
じ
む
ご
の
式
敬
之

み
づ
か
ら
し
る
せ
る
一
等
今
も
細
庫
に
あ
り
、
文
典
こ
ろ
此
祭
の
さ
ま
聾
が
き
て
、
木
に
ゑ
り
た
る

も
の
、
深
田
正
詔
が
も
と
に
有
つ
る
を
、
近
さ
こ
ろ
絢
庫
に
お
さ
め
た
∵
り
、
扱
其
川
向
な
る
も
と
一
の
箋

泉
に
は
享
保
九
甲
辰
の
年
、
敬
之
右
ふ
み
を
建
て
、
今
も
有
り
つ
、
其
後
此
祭
も
緒
、
慶
長
に
堀
う
つ
し

っ
る
此
非
も
、
こ
人
ら
の
年
月
、
里
の
童
が
投
入
し
ふ
る
わ
ら
沓
古
風
切
の
た
め
に
う
∴
つ
も
れ
、
潜
水

も
戯
れ
て
、
後
の
世
に
至
り
で
は
、
榎
の
薬
非
の
名
の
み
に
成
り
な
む
こ
と
を
欺
き
J
と
し
天
保
五

申
年
の
と
し
六
月
、
井
を
渡
来
を
潜
め
、
新
に
此
蠍
殿
を
撃
永
く
此
御
池
に
寄
せ
奉
る
壌
高
野
に
し

っ
る
は
心
に
あ
ら
ね
ど
、
破
壊
の
姓
か
ら
む
な
ど
い
ふ
諸
人
の
志
に
し
た
が
ひ
つ
る
也
、
御
国
魂
の

友
か
雪
見
ゆ
る
し
給
へ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
重
態
石
井
孝
政
　
客
古
屋
寺
紐
記
録
集
〕

鑑
井
は
熱
田
翻
戸
町
圃
藤
吉
の
墳
肉
、
本
堂
の
北
に
在
り
、
金
鱗
九
十
九
芝
塵
に
「
厳
阿
上

名
∴
蹟
　
雑
　
報
（
井
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
室



滞
須
避
雷
闘
魂
五
左

縮
門
的
締

街
∴
鶴
∴
轄
寺
町
方
面
（
住
吉
町
）

鬱
∴
∴
蕃

清

洲

越

謹

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

縄

家

　

　

　

言

問

擾

五

五

衛

門

一
私
組
父
喜
田
隼
十
郎
は
溌
洲
Å
∴
引
越
候
節
は
・
名
古
屋
稀
薄
町
に
て
卒
聞
役
擁
篤
和
付
和
勘
寵

在
候
、
溌
猿
に
耐
乏
繭
嚢
の
儀
は
勿
論
唐
佳
擬
相
知
不
市
債
暁
暦
三
年
酉
五
月
九
二
日
、
行
轟
七

十
四
歳
に
涌
棚
栗
的
候
、

一
父
喜
田
孫
三
郎
儀
紐
父
坐
十
郎
跡
役
榔
勤
・
繭
替
町
に
罷
在
候
徳
共
身
鰻
不
知
憲
に
罷
成
條
之

聞
細
役
務
差
土
盛
文
六
年
生
六
月
廿
九
日
、
五
十
曲
者
に
而
卒
去
任
侠
、

一
私
儀
靭
愚
僅
懸
万
御
預
り
癌
側
御
足
軽
之
困
・
浪
人
分
に
て
二
十
四
年
欄
勘
寵
在
候
轟
御
暇
輯

愛
、
唯
今
は
小
間
物
覇
ひ
伍
長
久
保
見
附
に
居
住
髄
在
嘆

右
は
元
藤
十
二
己
卯
年
六
月
御
攻
に
僅
藩
士
謹
慎

〔
金
鱗
九
十
九
之
塵
〕

健
吉
町

第
二
闇
の
九
を
萎

用
船

御
中
間
阻

三
　
倍
雷
町

佳
青
町
は
魔
小
路
の
覇
高
典
服
町
の
商
矢
場
町
「
助
の
燕
銭
砲
町
の
東
に
館
す
二
甘

闘
士
「
。
三
丁
閏
ま
で
縮
謹
醸
有
り
、
ほ
し
め
仲
間
な
ど
の
住
み
し
燈
な
る
を
蝦
で
縞

車
間
町
と
禰
せ
し
を
惑
膝
元
隼
よ
り
合
の
町
名
に
改
む
大
江
町
筋
と
横
三
歳
筋
と
の

間
に
一
筋
の
横
町
冶
∵
ゆ
で
、
西
の
方
呉
服
町
筋
に
盤
づ
、
漉
新
道
は
党
政
六
隼
臨
月
八
日

の
火
災
後
の
開
穣
五
㌔
馨
勝
鎌
に
面
代
御
鶴
銭
二
貰
百
三
十
六
霊
奮
講
に
豪
薮
九
十

質
繭
鞍
下
三
昧
左
衛

門
出
繍

丑
軒
役
壷
人
足
七
歩
五
厘
役
云
々
」
と
見
え
た
∵
り
、
営
町
に
住
み
し
薄
茶
に
蕎
閏
三
郎
産

衛
眼
欝
誓
需
警
陶
物
屋
角
左
衛
堕
護
・
蒋
町
撥
細
波
瑞
仙
籍
あ
り
童

蓼
∴
葛

住
吉
町
庸
二
崖

鞍
下
三
郎
左
衛
門

私
党
紐
濃
州
九
條
之
城
圭
織
田
勘
解
拇
左
衛
門
信
条
韓
国
名
瀬
次
郎
伝
家
、
父
信
条
と
共
に
慮
綱

薬
粟
都
南
田
村
に
寵
在
膜
壁
信
条
戦
死
之
後
、
溌
洲
御
薗
町
江
引
移
、
高
田
源
次
郎
と
名
薬
屈
申
條

萬
曾
租
竺
品
臓
喜
三
郎
信
楽
代
、
義
父
松
山
源
右
衛
門
に
懸
り
、
同
所
二
面
酒
質
繭
鷺
仕
候
慶
長
年

中
、
御
薗
地
御
国
脚
注
引
越
、
蟄
居
僅
候
慶
、
寛
永
年
車
座
喜
田
只
今
住
居
之
蒙
証
引
移
垂
簾
尭
組
合

持
薬
條
禰
州
境
宗
之
刀
、
家
吹
之
刀
、
全
教
所
持
仕
儀
喜
三
郎
含
私
遙
美
代
補
綴
仕
儀
、

〔
寛
廼
蛮
家
集
〕

騎
英
服
町

同
上

豊
　
橋
英
膿
町

轟
臭
腺
配
は
贋
極
路
の
稿
壷
伊
灘
冊
の
聴
衰
場
圃
一
ノ
助
の
蕪
倍
音
脚
の
嬢
に
麓
し
」

甘
闘
二
甘
聞
あ
り
、
も
と
商
側
と
も
武
士
屋
敷
に
し
て
町
名
注
し
腕
輪
腫
隼
漆
町
を
新

設
す
、
軽
輩
軸
、
離
籍

街
　
縄
　
璃
寺
崎
方
輔
（
南
畏
服
町
）



か
ば
や
き
ゃ
烹
オ
上

蒲
緯
鰭
薯
荘
子
占
わ
れ
、

春
霞
町
筋
の
軍
飼
閥
軸
職
よ
り
大
津
町
筋
に
寧
ろ
乱
丁
の
轟

繭
過
酷
の
総
称
C
五
誌
仇
臨
写
で
は
な
い
。
武
家
塞
敵
も
杢
父
上

れ
∴
軸
馨
は
畷
替
り
の
繭
北
遵
節
に
分
割
所
蔵
し
た
亀
崎
証
言
築

蛾
手
伝
い
の
高
密
が
軽
便
す
る
人
夫
索
綿
羊
の
茶
店
が
軒
を
連
ね
、

撥
焼
き
な
ど
を
毒
っ
上
の
が
町
窪
の
曲
薬
∴
説
に
は
、
桜
の
皮

蛋
焼
い
て
細
1
す
る
職
人
が
住
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
「
か
ん
ぼ
や
き
」

配
と
も
い
う
這
般
麗
閉
会
。
当
初
、
総
轄
で
蔽
う
町
内
の
銭
揚

扇
風
畠
か
ら
と
っ
て
扇
闘
窮
配
と
も
い
っ
た
高
車
。
本
町
鱗
付
近

は
飛
躍
塵
町
ま
た
は
ぞ
め
き
町
と
い
い
、
天
文
一
九
年
二
五
五
六
と

信
義
が
方
法
寺
の
南
に
作
「
た
ど
凍
え
ら
れ
る
遊
里
が
あ
っ
た
。

ま
た
域
醤
講
の
際
、
遊
女
を
騒
き
、
芝
薗
小
屋
を
建
て
た
。
元
和

三
年
二
六
三
）
説
教
操
り
人
形
を
興
行
、
寵
永
年
閥
へ
一
六
二
苧

四
四
）
女
歌
舞
伎
を
上
演
し
た
の
も
こ
の
地
と
い
う
示
治
郎
之
喪
潜

水
）
。
長
者
町
筋
の
東
西
は
天
外
町
。
天
讃
町
と
も
よ
ば
れ
た
〈
毘
猿

害
陽
顕
会
「
い
ず
れ
に
し
て
息
遊
興
の
巻
だ
っ
た
ら
し
い
。

明
治
掴
年
二
八
己
二
九
月
、
本
町
筋
と
大
津
町
筋
闘
四
丁
に
蒲

焼
町
を
お
き
＼
同
九
年
御
園
町
筋
か
ら
本
町
筋
ま
で
の
五
丁
を
関

野
町
と
し
た
。

す
み
よ
し
た
よ
）

鮭
籍
管
区
管
廿
日
曇
や

富
沢
町
の
南
、
広
小
路
か
ら
花
屋
町
筋
ま
で
の
三
九
十
を
さ
す
。

初
め
申
開
が
住
ん
だ
の
で
御
車
間
町
と
と
な
え
だ
が
、
承
応
年
中

三
二
五
∴
！
五
五
に
改
称
へ
護
城
南
離
宮
山
緒
言
江
戸
時
代
初
潮
亜

野
原
が
筆
＼
一
墜
朝
酒
小
林
紬
の
地
に
か
か
っ
て
い
た
。
大
江

卿
鰯
と
横
ニ
ッ
戯
筋
の
閲
に
：
廉
の
呉
服
町
筋
武
家
琵
敬
へ
通
じ

る
横
町
が
あ
り
、
寛
政
六
年
二
言
立
間
高
月
の
火
災
後
開
発
さ
れ

上
÷
帰
城
上
雪
∵
偉
民
と
し
て
茶
道
萬
鞠
太
郎
竃
三
郎
左
縮
門
が
名
高

へ
）
∴
i
ロ
ー


